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わが国の通常の学校における特別支援教育に関する判例動向　－インクルーシブ教育への示唆－

文科初第291号）。現在，「認定就学者」の制度は
廃止され，特別支援学校に就学する者を認定する
新たな「認定特別支援学校就学者」の規定が導入
されている（「学校教育法施行令の一部改正につ
いて（通知）」平成25年９月１日付25文科初第655
号）。
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【付　記】
　本稿は，大学院講義における判例報告をもとに執
筆されたものである。分担は，Ⅱ（南），Ⅲ（吉光），
Ⅳ（西野），Ⅴ（池内），Ⅵ（辻）となっており，吉
利が導入，まとめ及び全体の推敲を行った。

ブ教育の実現のために不可欠な要因ともなる。
「障害者の権利に関する条約」の批准をふまえ，わ
が国の特別支援教育システムのいっそうの発展が望
まれている。より広範な裁判例の分析から，新たな
傾向と課題を継続的に把握し，改善策をいち早く検
討することも重要になる。

注
１ ）障害者の権利に関する条約（第２条）における
「合理的配慮」とは，「障害者が他の者との平等を
基礎として全ての人権及び基本的自由を享有し，
又は行使することを確保するための必要かつ適当
な変更及び調整であって，特定の場合において必
要とされるものであり，かつ，均衡を失した又は
過度の負担を課さないもの」と定義されている。

２ ）従来，障害に応じた適切な就学のための人的・
物的環境が整備されている場合，就学基準（学校
教育法施行令第22条の３）に該当する障害のある
者を「認定就学者」として小学校又は中学校に就
学させることが認められてきた（「障害のある児
童生徒の就学について」（平成14年５月27日付14
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on the Rights of Persons with Disabilities. There is a need for improvement of knowledge and understanding for 
school system that is aligned with the inclusive education movement.

Key words :  special needs education, inclusive education, court decisions, school attendance, reasonable 
accommodation

※ 1　 Student at the Graduate School of Education, Okayama University 
※ 2　 Graduate School of Education, Okayama University




